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送式調製機で課題となった保守作業の簡易化についても、1 日 8 時間運転の条件下でも作業
期間中機械停止はなく、特別な清掃作業の必要もなく、作業期間終了後の清掃のみで、翌年
も使用することが出来るまでに至った。これらの経過を経て、ディスク搬送式調製機は市販
化された。 
 
ⅴ)ラッキョウ調製作業前後におけるコンテナ運搬作業の省力化 
 一般的にラッキョウの栽培作業では、ラッキョウの運搬に農業用コンテナが使用されてい
る。ラッキョウをコンテナに詰めると１コンテナ約 15～20kg の重量となる。これを人力で
ハンドリング作業を行うため、コンテナの数が多くなればそれだけ重労働となる。本研究で
は、植付け時に行う種球運搬の現状を調査して問題点を把握し、改善案を検討した。その結
果、収穫したラッキョウを詰めたコンテナを一旦パレットに積み込み、フォークリフトやフ
ロントローダーによる積み込み・積み下ろし作業を行うことでハンドリング作業が省力化で
きるということがわかった。さらに、収穫・調製に大型コンテナを導入して加工場に持ち込
み、調製作業者を加工場に集めてその場で調製から出荷までを行えるようにすれば、大幅な
省力化が実現できると考えられた。 
 
 以上、植付機にかかる初期生育改善については、水の同時散布と植付け後の踏圧付与等の
改良指針を得た。管理作業の省力化では、新たな培土機の開発によって培土作業の省力化と
高能率化の見通しを得、調製作業についてはディスク搬送式調製機を市販化を実現させた。
コンテナの運搬作業については、新たな方式を提案するなどした。これら一連の研究によっ
てラッキョウ栽培における省力化を前進させる技術体系を提唱できた。 
 なお、培土機については先行技術調査を行い、特許出願(特願：2007-070495)を行った。現
在メーカーによって実用化が検討されている。 
